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北村純

副題に明らかな通り，本書は行政官の評伝を通して見た行政リーダー

シップ論であり行政イノヴェーション論である。

全13章のうち，本書の総論に該当するのが，第 l章「『リーダーシップ』

と政治分析Jである。編者であるドイグ（プリンストン大学教授，政治学・

公共問題）とハーグローヴ（ヴアンダーピノレト大学教授，政治学）が，「評伝

的展望」にふさわしい全編の総括を試みている。第1章を除いて，第2

章から第13章までが個別の人物評伝であり，本書の各論に相当する。編

者を含めた14人の研究者によって，執筆者たちが「政府における企業家」

と呼ぶ13人の「組織人」が，評伝的エyセイ｛各論）の対象として取り上

げられている。

ただい各人のリーダーシップのスタイノレを対比して検討できるよう

に，評伝の対象は，編者たちによって，在職経験（各機関の幹部職員と

して 5年以上在任）と主要業績（経歴の上で最も顕著な仕事）の両面から

限定されている。

各論は構成上2部に分けられる。第l部「提唱的指導者たちJ では，

雄弁をもって鳴らした行政官5人が登場する。まず，第2章では，編者

のl人ハーグローウ冶九ニューディーノレ時代の花形公共事業TVA（テ
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ネシ一川流域開発公社）の確立期におけるリリエンソール（DavidLilienthal) 

の活躍を描〈。

第3章では，クーパー(JohnMilton Cooper, Jr.，ウィスコンシン大学

教授，歴史学）が，セオドア・ローズベルト大統領の庇護の下で，連邦森

林局（ForestService）の長官を務め，森林監督官（ForestRanger）の創設

者となったピンショット（Gi旺ordPinchot）の活動を取り上げる。

第4章では，ノレイス（EugeneLewis，南7ロリダ大学教授，政治学）が，

米国海軍に原子力潜水艦配備を実現するなど，海軍の技術革新（原子力

化）にカのあったリコーパー提督（AdmiralHyman Rickover）と第二次大

戦後長期に渡る海軍に対する彼の影響力を論じている？

第5章では，編者のl人ドイグが，ニューヨ ク港湾委員会（ThePort 

of New York Authority）の幹部として活動したトーピン（AustinTobin) 

の仕事を検討する。彼は，第二次大戦前から同委員会に在職し，ニュー

ヨーク市政と密接に関わりながら，ハイウェイ・架橋建設，主要空港の

拡張，各ターミナノレ（貨物トラ y ク，パス，港湾貨物コンテナ）建設など，

この大都市町交通・輸送体系の面て1戦時中から戦後にかけて中心的役

割を果たした？

第6章では，ラムプライト（W Henry Lambright，シラキュース大学

教授，政治学・行政学）が，アポロ11号の月面着陸に向けて（その偉業の直

前まで），長官としてNASA（米国航空宇宙局）を導いていったウェ yプ

(James Webb）の役割を紹介している。

第2部「行政機構の企業家たち」では，優れた行政手腕ゆえに頭角を現

わした人々に光があてられる。第7章では，ヴイゾミJレスキー（Margaret

Jane W拘zomirski，ジョージタウン大学大学院公共政策プログラム主任，

公共政策）が，ハンクス（NancyHanks）を取り上げる。ハンクス女史は，

ネルソン・ロ yクフエラー（ニューヨーク州知事）のアシスタントとして

職歴を開始し，ニクソン政権下でNEA(National Endowment for the 

Arts，芸術基金）の委員長に就任，連邦政府の文化行政に貢献した。
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第8章では，マーモァ（TheodoreR. Marmor，イェーjレ大学教授，公

的管理・政治学）が，編者2人的総括とは別に，独自のリーダーシップ論

を分析の枠組みとして提供しながら，連邦政府の社会保障行政において

ニューディール時代から今日まで， コーへン（WilburCohen）とボール

(Robert Ball）が，社会保障総局（SocialSecurity Administration）の幹

部として果たしてきた役割を検討している。

第9章では，ウォーカ－（WallaceEarl Warker，米国陸軍中佐，ウエ

スト・ポイント准教授，政治組織論）が， 立法部の会計検査院（General

Accounting Office）で院長を務め，行政部の立法部に対する答責性（ac-

countability）の確保と会計監査の信頼性を高めるのに寄与したスタ yツ

(Elmer Staats）を論じている。

第10章では，ケトノレ（DonaldF. Kettl，ヴァージニア大学准教授，統治

論・対外問題）が，連邦準備委員会（FederalReserve Board）の委員長を

務めたエクルズ（MarrinerEccles）の活躍と金融政策における政府介入の

あり方を変えた7ランクリン・ローズベノレト政権時代の連邦準備制度の

発展に焦点を当てている。

第11章では，ウェインパーグ（MarthaWagner Weinberg，ブラウン

大学准教授，公共政策米国政治制度論）が， ・EG&Gの経営幹部オキ

ー7(BarnardO’Keefe）を取り上げている。 EG&Gは， 7サチューセy

ツ州を中心に原子力発電，核兵器，計装機器，光学機器，スペースシャ

トノレなどの高度技術製品やサービスの分野（調査開発，テスト，保守など）

で発展を遂げた私企業であり，公的部門にその7ーケットを求めて成長

してきた。ウェインパーグは，オキーフの事例に基づいて公的部門と私

的部門における企業家的リーダーシップを対比している。

第12章では，コーネノレ（CeciliaStiles Cornell，ヴアンダーピルト大学

大学院生，米国史）とレ7ラー（MelvynP. Le旺！er，ヴァージニア大学教授，

歴史学）が， 7ォレスタル（］ames F orrestal）の肖像を描写している。彼

は，第三次大戦中海軍省次官を務め，戦時物資動員の面で功績が認めら
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れた。戦後すぐにトノレ－"7ン政権下で国防長官を務めたが，国防行政の

統合問題をめぐって孤立，同大統領に解任され，まもなく自殺している。

本章では，国家安全保障問題における関係各機関の調整と統合の必要性

を訴え続けた，休息、を知らない働きパチとして捕かれている。

第13章では，ンヤプレー（DeborahShapley，ノンフィクション作家）が，

ジョンソン政権下で国防長官を務めた7 クナマラ（RobertMcNamara) 

を論じている。彼の主要な業績 戦略的核政策， PPBSに代表される

財務分析主導型の管理スタイル，ベトナム戦争の泥沼化に伴う介入政策

的見直しと政策転換の失敗ーーがテー？として取り上げられている。

紙面の制約で本書に描かれた13人の企業実像を詳細に紹介することは

できないが，第 l章「rリーダーシ yプ』と政治分析」の記述を中心に，

2人の編者による「政府の企業家」に関する総括を以下に要約してみよう。

素朴な通念に従えば，私益を動機として市場に革新（innovation）をも

たらす「企業家」（entrepreneurs）の比鳴を，公益に仕える行政官に冠す

るのは，一見奇異に思われる。経済学や経営史の分野でシュンベーター

(J. A. Schumpeter）やチャンドラー（A.D. Chandler）などが提出した企

業家像は，最新の技術と市場を結ひ”つけ独占的な市場支配と莫大な利i聞

を作り出す野心に満ちた経済人てーある。経営の指導者としての企業家は，

カーネギー，フォード，ロック7エラー，アイアコッカに至るまで，人々を魅

了するビジネス界の英雄，さらに企業文化の創造主としてもてはやされる。

反対に，従来の政治分析や行政研究では，議会・利益集団・官僚制な

ど諸力のせめぎあいとして政治過程が描かれる。そのため，行政活動に

よって社会に意義のある変化がもたらされることがあっても，それは組

織過程の帰結であって，行政官個人のリーダーシップが介在する余地は

ほとんどないと考えられる。政治の「科学」では，行政官の指導力は，

ほとんど影響がないと見なされ，変化の説明は，政治システムの諸要因

の中に還元されてしまう。同時に，公務では，個人としての才能も活力
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も発揮し難いという先入観，堅実だが平凡な公務員という一般のイメー

ジが定着している。

しかし，執筆者たちの共通のねらいは，人物評伝という実例をもって，

行政の分野でも企業家的リーダーシップ（entrepreneurialleadership）の

担い手があり得ることを提示し，執筆者たちが「政府における企業家J

と呼ぶ幹部レヴェルの行政官が使用した戦略（strategies）とその影響

(impact）を検討することにある？

政府における企業家的リーダーシ yプとは何か。 2人の編者の主張を

評者なりに要約すると，政府における企業家とは，ある時は社会環境の

変化をー早〈捉え，またある時は独自の使命感に促されつつ，従来的社

会的価値や行政上の慣行と対決して，組織と政策（施策）に「意義のある

遠いを作りだす」（makinga significant difference）行政官（もしくは公

共部門を主な活動領域とする組織人）と理解できる。換言すれば，行政の

分野における企業家とは，意味のある理念（価値）を政治という競技場

(arena）で現実化する媒介者てιあると言えよう。ただしここで言う理念や

価値は，必ずしもただちに社会に容認されるものではないし，社会的に

好ましいかどうかは一概に決められない。したがって，行政におけるイ

ノヴェーション（＝行政官が作りだす意義のある遠い）は，一義的な価値

尺度で裁断され得ない。社会保障制度の拡充から軍備の拡大・戦争の管

理に至るまで，政治社会の多様な論議に曝さられるのが普通である。

では，どのようにして政府における企業家は「意義のある遠いを作り

だす」のか。 2人の編者に従えば，企業家的リーダーシップの要件には

6つの次元がある。①組織の新しい使命と施策を識別する，②組織目標

に対する顕在的・潜在的反対者の融和を試みながら，外部支持者を動員

する，③組織の再編成，任用制・任命人事・賞罰体系の見直しを図りな

がら，組織目標への内部支持者を創出する，④施策の選択と実施を効果

的に行うために，人材の登用・新設備の導入によって，組織の技術的専

門性を高める，③新旧の施策を効果的に運用し業績向上を図るため，メ
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ンパーを動機つ’け，訓練の機会を提供する，⑥組織の管理上の脆弱性を

識別し適切に対処するため，組織慣行のあり方，また組織に対する内圧

と外圧がどこに集中しているか，を総合的に検討する。以上6つの戦略

を巧みに使いこなす指導者は，行政機構にあって企業家的リーダーシ y

プを発揮しうるということになる。

また，指導者がこのような6つの戦略を駆使できるかどうかは，指導

者をとりまく環境（外在的要因）と指導者個人の性格・技能（内在的要因）

にかかってくる。すなわち，外在的要因として，第 1に指摘できる点は，

政策上の実験や政治的主導権を握る機会（企業家的機会）に恵まれ，政府

における企業家にとって新しい政策領域への参入が容易かどうか，であ

る。アメリカの政治システムが連邦・州・地方の各政府レヴェJレに分節

化していて重層的であることは，こうした新規参入の障壁が低いことを

示していると言えよう。第2に，新しい社会的価値に対する公衆の支持

の高まりを捉え（場合によっては，新しい行政需要の創出を図ることで），

順風のうちに新しい目標や施策へ外部支持者を動員できるかどうか，第

3に，莫大な公共投資につながる新しい技術が実用へ向けて成熟してい

るかどうか，が問題となる。さらに，大統領や議会が行政官をどれだけ

積極的に支援するか，という点も「政府における企業家」として指導者

が使用する 6つの戦略的成否に影響する。

指導者個人の性格・技能として，第 1に，体系的で合理的な目的・手

段関係の分析力（または優れた直観力），第2に，時代を読み，新しい可

能性を見通す力，第3に，「違いを作りだすJことへの欲求が指摘できる。

これらは，上記の戦略を駆使する立場にある指導者に求められる資質で

ある。

企業家的リーダーシ yプの成功と失敗をどのように説明すればよいだ

ろうか。指導者が車越した業績をあげられるかどうかは，個人の技能と

組織の職務が適合するかどうかに依存する。また，個人の技能と組織の

職務がどれだけ適合するかは歴史的条件によって強化される。この意味
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で，成功と失敗の判定は極めて相対的な問題となる。たとえば， TVA 

におけるリリエンソールの「成功」の要因は，民衆の参加（草の根民主

主義）を前提とした分権的な機構を提唱したリーダーシップのスタイル

にあった。しかし，原子力エネルギー委員会（AEC）における戦後の

リリエンソ－Jレの r失敗」の理由は，秘密性が強〈中央集権的な原子力

政策をTv Aと同じ流儀で推進しようとして，委員会内外の諸力から低

抗を受けたことに帰着する。また， 7ォレスタノレが海軍省次官として統

合的な戦時物資動員を実現するために発揮した指導力は，戦後における

国防省長官としての「成功J を約束しなかった。リーダーシ yプの成功

と失敗は，人物評価の分析上の難問となるだけでなく，評伝の対象とな

った人物のキャリアにもアイロニーを投げかける。

リーダーシップのスタイルは，①レトリックとシンボノレの使用の巧み

さ（組織の使命について説得力のある提示ができるか），②連合形成の手

腕（組織目標に対する内外の支持者集団的形成と維持に熟練しているか），

という 2つの座標軸に沿って類型化できる。各章の人物評伝が，「提唱的

指導者たち」「行政機構内企業家たちJという 2部構成になっている所以

である。

わが国では，行政官の評伝と言えば，小説家の仕事（城山三郎『官僚

たちの夏』など一連の「官僚小説」）もしくは新聞記者向余技（とりわけ

後年政治家として活躍した官僚の関係者から依頼されて執筆した『評伝』

r正伝』『追想』『思い出』の類）などが連想される。行政学者が行政官の

評伝にまじめに取り組んだ例は数えるほどしかなし行政研究において

lつのジャンノレを確立したとは言い難ぺ｝この意味で，政治分析や行政

研究における組織論の成果を受けとめながら，行政官の人物評伝を試み

た本書は興味深い。

行政学という科学（science）は，分析の対象と手法において専門化され

精微になる方向で発展しているように見える。しかし，それは専門家以
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外の人々を拒絶した「人を寄せつけない」行政学の出現を意味する。こ

れに対して，行政官の評伝という技（art）には，執筆者の主観によって読

者の認識が歪められる恐れがある反面，「実例」の強みがある。研究者，

実務家，学生は，読者として共通の土俵の上で，それぞれの立場から評

伝の対象となった行政官と行政分野に対して率直に意見の交換ができる。

本書の 2人の編者も，各章の人物評伝について読者が各人各様の解釈と

評価を行うことを促している。評伝が「物語」として持つ具体性，わか

りやすさ，面白さは，教育的効呆という点で，今後の行政研究にとって

捨て難い領域であろう。

登場人物が国防関係（リコーパー提督， 7ォレスタノレ，マクナマラ）に

偏っている点で気になるが，本書は，行政リーダーシップ論，行政イノ

ヴェーション論という体裁をとりながら，行政官の人物評伝を題材にし

たところに特徴がある。各章の評伝的エッセイは，リーダーシップの類

型論（第1章）にあまりにもうまく収飲してしまい，却って評伝の対象と

なった「政府における企業家」について，個別にもっと知りたいという

気持ちを起こさせる。

注
(1）本書で提示された「政府における企業家」というアイデアは，第4章を分担した

ルイス教授自身が，すて’に下記の著書で「公共企業家」（“publicentrepreneurs”） 

という語を使って指摘している。

Lewis, Eugene, Public EηtrepreneurshiP: To附 rda Theory af Bureaucratic 

Poli出＇ca/Poz何 r(Bloommgton:Indiana Umversity Pr白s,1980) 

なお，本番町りコーパー提督町小伝Ii，このLewis(1980）の記述に基づいてい

る．

(2) トーピン町好敵手として，同時代町ニューヨーク市政に関わっていたのが，モ

ーゼズ（RobertMos田）て’ある．モーゼズは， 1950年代トライポロブリッジ及ぴ

ニューヨーク市トンネノレ委員会（TriboroughBndge and New York City Tunnel 

Authority）の委員長をはじめ，市政の様々 な役職に就いていた。第5章で， ド

イグ教授は，地域計画策定をめぐるト ピンとモ セ・丈の競争と協調をスケy

チしている。
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モーゼズについては， Caro,Robert, The J'ou,y Broker Rob'Yf M四国側dthe 

Fall of New York, (New York: Random House, 1974）を事照。

(3) この意味で， 2人的編者は，政治分析や行政研究において展開されてきた行政

宮内リ－：！＂ーシ yプについての悲観論と過小評価を退ける。すなわち，第1に，

政治過程における諾力のせめぎあいの中で，幹部職にある行政官でさえも個人

の指導力を発揮して，社会的に意義のある影響を及ぽすことはほとんどできな

いという「悲観的なJ カウフマン（H.Kaufman）の研究，第2に，公務員集団

が一体として活動するときに生ずる指導力は認めるが，その指導力の生成に「あ

まりにも機械論的な」限界を想定L，幹部職にある行政官の創意と個性的影響

力をタなく見積りがちな7ーチ(J.G. March）の考察，このZつの議論を「評伝

的展望」から覆えそうとする。むしろ， 2人的編者が注目するのは，セルズニ

yク（P.Selznick）のリ－：！＂ーンツプ論である。確かにセJレズニックの「制度化」

の概晶一一「組織」が社会との相互作用をしながら，指導者向政治的手腕（リ

ーダーシップ）を媒介として，手段的道具（機械）から一定の理念（価値）を体現

する「制度」（生き物）となっていく過程 は，編者向「政府における企業家」

論とよく響きあっている。
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